








《 RESASと地域経済循環分析ツールで見る前橋市の「生産・分配・支出 」の状況 》

《 稼ぐ力強化の第一歩！今すぐ使えるビッグデータ 》
■ RESAS　https://resas.go.jp/
地域経済に関する官⺠のビッグデータを可視化できる。

■ 経済センサス
https://www.stat.go.jp/data/ecensus/index.html
事業所・企業の基本的構造や経済活動の状況を知ること
ができる統計情報。

■ 地域経済循環分析
https://chiikijunkan.env.go.jp/manabu/bunseki/
地域経済の⽣産、分配、⽀出の三⾯から地域経済の全体
像を把握することができる。

■ 観光予報プラットフォーム
https://kankouyohou.com/
宿泊予約・販売データを元に、宿泊者の実績、予測データを
算出できる。

■ 家計調査
https://www.stat.go.jp/data/kakei/index.html
全国約9千世帯を対象とした家計の収⼊・⽀出や貯蓄・負
債の調査結果。個⼈消費の動向を知ることができる。

■ e-Stat　https://www.estat.go.jp/
⽇本の統計が閲覧できる政府統計ポータルサイト。

データ活用で稼ぐ力の強化を！
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日本商工会議所
中小企業振興部長

松本　憲治 氏
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■「RESAS- 地域経済循環分析」画面より一部抜粋 ■「地域経済循環分析ツール」より一部抜粋

　左上図は、RESASを用いて数クリックで表示できる前橋市におけるお金の流れ（生産・分配・支出）の構造図である。この
ように全体像の把握をしつつ、さらに環境省の「地域経済循環分析ツール」（右上図）を併せて参照することで、地域独自の
所得流出入の構造や強み・弱みをさらに深く掘り下げることが可能になる。
　このように、異なる特徴を持つデータを組み合わせて多角的に検討することは、市場や顧客の動きをより立体的に捉え、
意思決定や戦略立案における確実性を高めるとともに、新たな視点やアイデアを生み出す契機になり得る。

作成協力：中小企業庁、日本商工会議所
本特集に関するお問合せ：前橋商工会議所　産業政策部　Tel.027-234-5100

地域の特徴

生産
販売

①前橋市では、12,869 億円の付加価値を稼いでいる。
②労働生産性は 778.5 万円／人と全国平均よりも低く、全国では 907 位　　　
である。
③エネルギー生産性は 156.8 百万円／ TJ と全国平均よりも高く、全国では
179 位である。

分配

④前橋市の分配は 13,684 億円であり、①の生産・販売 12,869 億円よりも
大きい。
⑤また、本社等への資金として 504 億円が流出しており、その規模は GRP
の 39％を占めている。
⑥さらに、通動に伴う所得として 103 億円が流出しており、その規模は GRP
の 0.8％を占めている。
⑦財政移転は 1,423 億円が流入しており、その規模は GRP の 11.1％を占め
ている。
⑧その結果、前橋市の 1 人当たり所得は 416.0 万円 / 人と全国平均よりも低
く、全国で 1,334 位である。

支出
⑨前橋市では買物や観光等で消費が 795 億円流入しており、その規模は
GRP の 6.2％を占め
⑩投資は 9 億円流入しており、その規模は GRP の 0.1％を占めている。
⑪経常収支では 1,620 億円の流出となっており、その規模は GRP の 12.6％
を占めている。

エネル
ギー

⑫前橋市では、エネルギー代金が域外へ 814 億円の流出となっており、その
規模は GRP の 6.3% を占めている。
⑬前橋市の再生可能エネルギーの導入ポテンシャルは 21,722TJ であり、地
域で使用しているエネルギーの約 2.65 倍である。

出典：「地域経済循環分析」（環境省、株式会社価値総合研究所）　　※当所にて一部加工
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〒371-0131　群馬県前橋市鳥取町159-1（前橋芳賀西部工業団地）

TEL.027-269-1511　FAX.027-269-0888

E-MAIL　info@minekoki.co.jp

URL http://www.minekoki.co.jp

各 種 機 械 ・ 省 力 装 置 設 計 製 作
製 缶 ・ 溶 接 ・ 機 械 加 工

嶺工機株式会社

認知度アップ！で

新規開店に限らずWEB・SNSを活用した広告プランもございます！お気軽にお問い合わせください！

新規開店の
ご連絡はこちら▲ ▲ ▲ ▲

 新規開店をお知らせしませんか?

集客人数アップ！

HOME ALSOK みまもりサポート 離れてお住いのご両親に安心を

緊急時のかけつけ

ボタンを押したときにかけつけます

ライフリズム監視

一定時間センサー反応がないとかけつけます

日常の健康相談

相談ボタンを押すと健康相談を受けられます

契約形態 月額料金 工事費 機器費

お買上げ 2,200 円 18,645 円 72,820 円

レンタル 3,432 円 18,645 円 -
ゼロスタート 3,751 円 - -

《料金表》 （税込）

※センサー数の増減により金額の変動がございます

ALSOK 群馬株式会社営業部
〒371-0854 前橋市大渡町 2-1-5
TEL027-252-5454
FAX027-251-8388



　前橋商工会議所では、会員限定の生命共済である「ポエム共済」や従業員の退職金に備える「特定退職金共済」
をはじめとした、福利厚生に活用いただけるサービスをご用意しています。今回は、24時間保障＆独自の給付
が嬉しい「ポエム共済」とリニューアルした「ベネフィットステーション」を紹介！さらに記事の最後には、PRや
コスト削減など、ちょっと得する「その他の会員特典」も併せてご紹介します。ぜひ積極的にご活用ください。

 福利厚生に威力を発揮！ 

　「ポエム共済」は、前橋商工会議所独自の生命共済で、定期保険引受会社であるアクサ生命保険㈱の定期保険に、会議所独
自の給付制度をプラスした会員事業所のみが加入できる共済です。

　「ベネフィットステーション」は、㈱ベネフィット・ワンが運営するサービスで、当所会員であれば事業所の業態や規模を問わず、
当所経由でお申込みいただくことで、「入会金無料・月額料金割引」というお得な条件で導入いただけます。

❶ 業務上・業務外を問わず、24時間の保障に加えて、会議所独自の給付が充実しています。
❷ 掛金は全額「損金」または「必要経費」に算入できます。
❸1年ごとに剰余金が生じた場合は、配当金として還元しています。
❹ 手続きカンタン！医師の診査なし（所定の告知のみ）1口800円から加入できます。

福利厚生を充実して、
社員の笑顔と定着率をアップ！

～ 商工会議所のおトクな会員サービスを積極的に活用しよう～

■ （ 提携事業 ）ベネフィットステーション　コストは抑えて、満足度は最大に。

■ ポエム共済　「もしも」への備えをサポート！

《主なサービス内容》
　・全国で使えるグルメ、映画、レジャー、スポーツジム、国内外の旅行・宿泊予約まで多彩な優待を利用可能。
　・育児や介護の費用補助・専門家相談、従業員の心身の健康づくりをサポートするアプリ連携機能などを提供。
　・約 2,000 タイトル以上の e ラーニングを無料・繰り返し受講可能。
　・「Netflix」が見放題になる大人気プランも選択可能。

《企業・従業員へのメリット》
　・手厚い福利厚生制度を低コストで整えることで、従業員の愛着心の向上・定着に繋がります。
　・従業員の健康増進や自己啓発（e ラーニング）の推進により、組織全体の生産性向上やモチベーションアップを実現します。
　・従業員本人だけでなく配偶者、親、子どもなども一緒に利用できるため、家族全体の余暇が格段に充実します

ポエム共済の
詳細はコチラ

102026.09



　

先
日
、弊
社
の
社
員
が
転
倒
に
よ
る
怪
我
を
し
て
し
ま
い
、

長
期
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
際
、
こ
の
「
ポ
エ
ム
共
済
」の
入
院
給
付
金
が
受
け
ら
れ
、

会
社
と
し
て
も
本
人
と
し
て
も
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。
勤

務
時
間
内
で
も
時
間
外
で
も
24
時
間
保
障
対
象
と
し
て
利
用

で
き
る
の
は
心
強
い
で
す
ね
。
ま
た
、
少
額
の
掛
け
金
か
ら

負
担
な
く
始
め
ら
れ
る
の
も
大
き
な
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

　

弊
社
で
は
、
結
婚
祝
金
や
出
産
祝
金
等
給
付
も
受
給
し
て

い
ま
す
が
、
大
切
な
社
員
に
会
社
か
ら
の
お
祝
い
や
お
見
舞

い
の
気
持
ち
を
届
け
る
こ
と
で
社
員
の
安
心
感
に
も
つ
な
が

り
、
福
利
厚
生
制
度
と
し
て
人
材
採
用
の
面
で
も
非
常
に
有

効
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
会
員
だ
か
ら
こ
そ
利
用
で
き
る
手

厚
い
制
度
で
す
の
で
、
自
社
と
社
員
の
安
心
の
た
め
に
も
ご

活
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

株式会社三進

建設部会 No.1922

● 住　所　前橋市泉沢町 1250-7
● T E L　027-268-4567
● F A X　027-268-4488

ちょっと得する、会員特典　

ポ
エ
ム
共
済
で
、社
員
の
安
心
と

採
用
力
ア
ッ
プ
を
！

代表取締役社長　小林　洋樹 氏

活

例

用

事

【お問合せ先】 前橋商工会議所 Tel. 027-234-5111

11 2026.09



　2026 年 9 月 19 日（土）から 12 月 20 日（日）までの 80 日間、前橋市の中心市街地を舞台に「第
一回 前橋国際芸術祭 2026」が開催されます。まちづくりビジョン「めぶく。」の策定から 10 年。
現代アートや建築、音楽、食など多彩な領域から 70 組のアーティストが参加します。「建築の
聖地」前橋で、街歩きを楽しみながら日常とアートが交差する新たな風景を体感してみませんか。

　

今
回
の
芸
術
祭
は
、２
０
１
６
年
に
前
橋

市
が
策
定
し
た
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
「
め
ぶ

く
。（W

here good things grow
.

）」を

起
点
と
し
て
い
ま
す
。民
間
主
導
で
進
め
ら
れ

て
き
た
都
市
再
生
の
プ
ロ
セ
ス
に
呼
応
し
、

ア
ー
ト
を
通
じ
て
前
橋
の
現
在
地
と
未
来
像

を
描
き
出
す
、2
年
に
一
度
の
国
際
芸
術
祭
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

本
芸
術
祭
の
大
き
な
特
徴
は
、
前
橋
中
心

市
街
地
を
舞
台
に
し
た
「
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
（
歩

い
て
巡
れ
る
）」な
ア
ー
ト
体
験
に
あ
り
ま
す
。

徒
歩
圏
内
に
は
「
ア
ー
ツ
前
橋
」を
は
じ
め
、

藤
本
壮
介
氏
設
計
の
「
白
井
屋
ホ
テ
ル
」、
平

田
晃
久
氏
設
計
の
「
ま
え
ば
し
ガ
レ
リ
ア
」と

い
っ
た
現
代
建
築
群
が
集
積
し
て
い
ま
す
。こ

れ
ら
と
ア
ー
ケ
ー
ド
商
店
街
や
路
地
裏
を
結

び
、街
を
歩
き
な
が
ら
日
常
の
中
に
突
如
現
れ

る
ア
ー
ト
に
触
れ
ら
れ
る
点
が
大
き
な
魅
力

で
す
。こ
こ
で
は
地
域
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中

か
ら
注
目
の
４
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

❶
寺
町
藝
術
セ
ン
タ
ー
×
ク
ワ
ク
ボ
リ
ョ
ウ
タ

（
場
所

：

寺
町
藝
術
セ
ン
タ
ー
）

　

電
子
デ

バ
イ
ス
を

素
材
と
す

る
装
置
的

作
品
や
、

鑑
賞
者
の

内
面
に
働

き
か
け
る
光
と
影
の
動
的
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
で
知
ら
れ
る
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
ク
ワ
ク
ボ
リ
ョ
ウ
タ
が
、
地
域
の
歴
史
や
社
会

的
課
題
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
顕
在
化
し
て
い
な

い
可
能
性
な
ど
を
ア
ー
ト
の
方
法
論
を
用
い
て

探
求
し
て
い
る
前
橋
工
科
大
学
阿
部
研
究
室
と

と
も
に
、
新
た
な
制
作
に
挑
み
ま
す
。

　

展
示
会
場
と
な
る
寺
町
藝
術
セ
ン
タ
ー
の
建

物
は
、
前
橋
市
街
地
の
戦
後
復
興
の
な
か
で
計
画

さ
れ
た
防
火
建
築
物
で
あ
り
、
昭
和
の
時
代
に
は

シ
ル
バ
ー
高
等
編
物
学
院
の
校
舎
と
し
て
、
編
み

物
の
技
術
を
学
ぶ
多
く
の
女
性
た
ち
を
受
け
入

れ
て
き
ま
し
た
。
前
橋
の
都
市
を
か
た
ち
づ
く
っ

て
き
た
様
々
な
《
境
界
》の
存
在
を
現
代
に
伝
え

る
こ
の
場
所
に
、
新
た
な
風
の
通
り
道
を
つ
く
る

こ
と
で
、
こ
の
先
に
続
く
新
し
い
時
代
の
前
橋
の

姿
に
思
い
を
馳
せ
ま
す
。

❷
サ
ブ
・
ロ
ー

（
場
所

：

ま
ち
な
か
各
所
・ya-gins

）

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
八
木
隆
行
が 

２
０
１
２ 

年

か
ら
運
営
す
る
〈ya-gins

（
ヤ
ー
ギ
ン
ズ
）〉は
、

全
国
的
に
も
珍
し
い
曲
が
り
く
ね
っ
た
ア
ー

まち歩きで巡る、80日間の新アート体験

アートに会いに、前橋へ！
第一回 前橋国際芸術祭 2026

9月19日（土） 開幕

「
め
ぶ
く
。」
を
テ
ー
マ
に
、民
間
主
導
で

描
く
都
市
再
生
の
ビ
ジ
ョ
ン

歩
い
て
巡
れ
る「
都
市
の
芸
術
祭
」と

注
目
の
４
作
品

まえばしガレリア

122026.09



TOPICSTOPICS

　今年の4月に東京から前橋に移住してきました。
前橋で暮らしてみて実感したのは、歩いて回れる距
離の中に素敵な建築やお店があり、知り合いと挨
拶や会話が自然と生まれる温かい街だということ
です。今回の芸術祭は、世界的なアーティストの作
品に触れられる貴重な機会であると同時に、普段見慣れた自分の街
の面白さや、素敵な活動をしている人々の存在に気づくきっかけでも
あります。「アートはちょっと分からなくて…」という方こそ、ぜひ日常
の延長で街中に散歩しに来てみてください！

「歩いて巡れる街の温かさと、アートがもたらす新しい視点」 
（一社）前橋まちなかエージェンシー　梶　雄介 氏 

公式HP

ケ
ー
ド
商
店
街
・
弁

天
通
り
商
店
街
の
一

角
に
あ
る
オ
ル
タ
ナ

テ
ィ
ブ
・
ス
ペ
ー
ス
。

群
馬
ゆ
か
り
の
ア
ー

ト
関
係
者
が
集
う
交

流
の
起
点
で
あ
り
、

街
歩
き
と
ア
ー
ト
を

組
み
合
わ
せ
た
「R

iver
to R

iver 

川
の
ほ
と

り
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
」を
主
催
す
る
な
ど
、
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
続
け
て
き
た
。
前
橋
国

際
芸
術
祭 

２
０
２
６
で
は
〈ya-gins
〉
と

〈M
aebashi W

orks

〉〈m
ap(N

PO
 

法
人
マ

エ
バ
シ
・
ア
ー
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
）〉の
三
団

体
に
よ
る
連
携
企
画
展
「sub low

(

サ
ブ
・

ロ
ー
）
」を
開
催
。
ア
ー
ケ
ー
ド
商
店
街
の
各
所

で
、
こ
の
街
の
ア
ー
ト
×
日
常
を
つ
く
っ
て
き

た
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
活
動
と
作
品
を

紹
介
す
る
。

❸
マ
エ
バ
シ
タ
ク
シ
ー

（
場
所

：

ま
ち
な
か
各
所
・
仮
設
停
留
所
）

　

前
橋
を
拠
点
に
活
動
す
る
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア

ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
小
野
田
賢
三
が
タ
ク
シ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
に
扮
し
、
仮
設
の
停
留
所
か
ら
観

客
を
乗
せ
、
変
わ
り

ゆ
く
前
橋
の
街
へ
と

誘
う
ユ
ニ
ー
ク
な
試

み
。《
マ
エ
バ
シ
タ

ク
シ
ー
》の
乗
客
た

ち
は
映
画
制
作
者
と

し
て
市
内
各
所
で

「
ロ
ケ
ハ
ン
」を
行
い
、
写
真
や
映
像
を
撮
影
。

撮
影
デ
ー
タ
は
小
野
田
の
手
に
よ
っ
て
多
視
点

の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
や
ロ
ー
ド
ム
ー
ビ
ー
へ
と
、
前

橋
国
際
芸
術
祭
の
閉
幕
ま
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

接
合
・
増
幅
し
て
い
く
。
前
橋
の
日
常
風
景
が
、

街
区
の
外
か
ら
や
っ
て
く
る
観
客
の
眼
差
し
で

記
録
さ
れ
ア
ー
ト
へ
と
昇
華
す
る
、
観
客
と

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
共
同
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

❹
ア
ル
ケ
ノ
ー
ド

（
場
所

：

本
屋
水
紋
2
階
ほ
か
）

　

長
ら
く
シ
ャ
ッ

タ
ー
ス
ト
リ
ー
ト

化
に
苦
し
ん
で
い

た
前
橋
市
中
心
市

街
地
に
、
近
年
、
若

い
世
代
に
よ
る
個

性
的
な
ス
モ
ー
ル

ビ
ジ
ネ
ス
の
出
店

が
続
い
て
い
る
。《
ア
ル
ケ
ノ
ー
ド
》は
そ
の
仕

掛
け
人
で
、
前
橋
市
役
所
に
ぎ
わ
い
商
業
課
の

⽥
中
隆
太
さ
ん
を
中
心
と
す
る
市
民
有
志
の
編

集
チ
ー
ム
。
文
学
好
き
の
結
節
点
と
な
っ
て
い

る
カ
フ
ェ
兼
個
人
書
店
「
本
屋 

水
紋
」を
拠
点

に
、
田
中
が
サ
ポ
ー
ト
し
た
出
店
者
や
移
住
者

の
ス
ト
ー
リ
ー
を
紹
介
す
る ZIN

E 

の
制
作
プ

ロ
セ
ス
を
公
開
し
な
が
ら
、
全
国
各
地
か
ら
地

域
に
根
ざ
し
た
編
集
活
動
を
行
う
ゲ
ス
ト
を
招

く
勉
強
会
や
、
掲
載
し
た
店
舗
を
訪
ね
る
ま
ち

歩
き
ツ
ア
ー
な
ど
、
ウ
チ
/
ソ
ト
の
視
点
か
ら

「
ま
ち
を
観
察
し
編
集
す
る
」多
彩
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
す
る
。

〈お問合せ先〉前橋国際芸術祭2026実行委員会事務局
info@maebashi-biennale.com

■ 会期：2026年9月19日（土）
　　　　　～12月20日（日）［計80日間］
■ 会場：群馬県前橋市中心市街地
■パスポートチケット料金：
　一般 3,000円／大学生・専門学生 2,000円
　高校生以下無料

※ArtSticker、JREMALL、e-plus、
　アソビューにて販売中
※参加アーティストや各会場へのアクセス
　イベントの最新情報、チケットの購入など
　詳しくは公式ホームページをご確認くだ
　さい。

   第一回 前橋国際芸術祭 2026

マエバシタクシー ya-gins　撮影：毛利聰

アルケノード編集委員会

13 2026.09

地 下 水・温 泉 開 発・地質調査・水中ポンプ地 下 水・温 泉 開 発・地質調査・水中ポンプ

田 中 鑿 泉 重 工 ㈱田 中 鑿 泉 重 工 ㈱
さ く  せ ん

本社　〒371-0014　前橋市朝日町３-32-11
　　　TEL(027)224-1841 FAX(027)221-5338
　　　E-mail tanakasakusen@arion.ocn.ne.jp

本社　〒371-0014　前橋市朝日町３-32-11
　　　TEL(027)224-1841 FAX(027)221-5338
　　　E-mail tanakasakusen@arion.ocn.ne.jp



専
門
家
の
引
き
出
し

用
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
3
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
分
か
れ
て
お
り
ま
す
。
本
学
群
で
は
低

学
年
か
ら
実
験
・
実
習
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
専
門
技
術
や
実
践
的
な
知
識
を
身
に

つ
き
、
卒
業
研
究
な
ど
で
は
地
元
企
業
と

の
共
同
研
究
や
地
域
課
題
の
解
決
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
点
が
特
徴
で
あ
り
ま
す
。

　

本
研
究
で
は
、２
０
２
４
年
よ
り
Ｓ
Ｄ

Ｒ
Ｓ
株
式
会
社
（
旧
社
名
：
サ
ン
デ
ン
・

リ
テ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
）と
の
共

同
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｒ
Ｓ
株

式
会
社
は
、
店
舗
用
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
や
飲

料
・
食
品
自
動
販
売
機
な
ど
の
製
造
・
販

売
を
行
っ
て
い
ま
す
。工
場
で
は
、製
品
や

部
品
を
搬
送
す
る
た
め
、
広
い
構
内
を
移

動
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
従
来
は
、Ａ

Ｇ
Ｖ
が
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た
経
路
上

を
走
行
し
て
搬
送
す
る
方
式
が
用
い
ら
れ

て
き
ま
し
た
。し
か
し
、こ
の
方
式
で
は
、

移
動
経
路
を
柔
軟
に
変
更
す
る
こ
と
が
難

し
く
、
経
路
変
更
の
際
は
手
間
を
要
し
ま

す
。そ
こ
で
、走
行
用
の
ラ
イ
ン
や
大
規
模

な
設
備
変
更
を
必
要
と
せ
ず
、
周
囲
の
環

境
を
セ
ン
サ
で
認
識
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
地
へ
自
律
的
に
移
動
で
き
る
搬

送
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
を
目
指
し
て
共
同
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
物
流
や
製
造
の
現
場
で
ロ
ボ
ッ
ト

を
効
率
的
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
十
分

に
多
い
ロ
ボ
ッ
ト
台
数
が
必
要
と
な
り
、

導
入
時
の
初
期
費
用
や
保
守
費
用
が
高
額

に
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、一

部
の
大
規
模
事
業
者
で
は
導
入
が
進
ん
で

い
る
も
の
の
、
業
界
全
体
で
は
自
律
搬
送

ロ
ボ
ッ
ト
の
普
及
は
ま
だ
限
定
的
で
す
。

ま
た
、工
場
の
自
動
化
や
半
自
動
化
を
目

　

前
橋
工
科
大
学
の
情
報
・
生
命
工
学
群

で
は
、Ａ
Ｉ
、ロ
ボ
ッ
ト
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
、
バ
イ
オ
技
術
な
ど
、
情
報
技
術
と

生
命
科
学
を
融
合
し
た
工
学
分
野
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
学
群
は
さ
ら
に
専

門
に
よ
っ
て
「
情
報
シ
ス
テ
ム
プ
ロ
グ
ラ

ム
」、「
医
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、「
生
物
応

【
前
橋
工
科
大
学

情
報・生
命
工
学
群
の
紹
介
】

【
研
究
概
要
】

工
場
内
で
人
と
協
働
す
る

自
律
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト

連 載 企 画

地
域
社
会
の
発
展
と
福
祉
に
貢
献
す
る『
知
的
創
造
拠
点
』

前
橋
工
科
大
学
を
知
る

前
橋
工
科
大
学 

生
命
工
学
領
域　

助
教　

李　

沛
譲　

氏

第
9
回

工
場
内
で
人
と
協
働
す
る
自
律
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
用
化
に
向
け
て

図 1 開発した自律搬送ロボット 
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人事・労務の専門家　信頼できるビジネスパートナー

社会保険労務士法人

【 〒371-0801  前橋市文京町2-9-19   TEL（027）260-8111  FAX（027）260-8122 】



的
と
し
て
自
律
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す

る
場
合
で
も
、
人
の
作
業
領
域
と
ロ
ボ
ッ

ト
の
走
行
領
域
を
分
離
し
て
い
る
事
例
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。ロ
ボ
ッ
ト
が
走
行
し

や
す
い
環
境
に
整
備
す
る
た
め
に
工
場
内

の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
や
設
備
投
資
が
必
要

に
な
る
こ
と
も
課
題
で
す
。

　

本
研
究
で
は
、
既
存
の
作
業
環
境
を
大

き
く
変
更
す
る
こ
と
な
く
、
作
業
者
と
ロ

ボ
ッ
ト
が
同
じ
空
間
で
安
全
に
協
働
で
き

る
、
信
頼
性
の
高
い
自
律
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
広
い
工
場

内
で
安
定
し
て
走
行
す
る
た
め
に
は
、ロ

ボ
ッ
ト
が
自
己
位
置
を
正
確
に
推
定
し
、

目
的
地
ま
で
移
動
す
る
機
能
が
必
要
で

す
。さ
ら
に
、工
場
内
の
作
業
者
、Ａ
Ｇ
Ｖ
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
と
の
衝
突
を
防
ぎ
、

通
路
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
走
行
す

る
制
御
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

研
究
開
始
の
初
年
度
に
は
、
車
体
の
設

計
、
制
御
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
自
律
走
行

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
を
行
い
ま
し
た
。そ

の
結
果
、
障
害
物
と
の
衝
突
を
回
避
し
な

が
ら
、
複
数
の
目
的
地
へ
移
動
で
き
る
基

本
的
な
自
律
搬
送
機
能
を
備
え
た
ロ
ボ
ッ

ト
を
開
発
し
ま
し
た
（
図
1
）。一
方
で
初

号
機
に
は2D

LiD
A

R

（
レ
ー
ザ
ー
測
距

セ
ン
サ
）の
み
を
搭
載
し
て
い
た
た
め
、か

ご
車
の
よ
う
な
柵
状
の
物
体
や
、
上
部
に

張
り
出
し
た
障
害
物
を
十
分
に
検
出
で
き

な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
研
究
の
2
年
目
で
は3D

LiD
A

R

を

搭
載
し
、立
体
的
に
障
害
物
を
検
出
す
る

手
法
を
構
築
し
ま
し
た
。ま
た
、ロ
ボ
ッ
ト

の
低
コ
ス
ト
化
を
考
慮
し
、
３
Ｄ
セ
ン
サ

か
ら
得
ら
れ
る
情
報
の
処
理
負
荷
を
軽
減

し
、
小
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
処
理
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
実
現
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、

工
場
内
を
歩
行
す
る
作
業
者
や
走
行
す
る

Ａ
Ｇ
Ｖ
な
ど
の
移
動
対
象
に
つ
い
て
、そ
の

移
動
先
や
方
向
を
予
測
す
る
研
究
も
進
め

て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、衝
突
を
回
避
し

て
安
全
性
を
確
保
す
る
だ
け
で
な
く
、
低

速
で
移
動
す
る
Ａ
Ｇ
Ｖ
や
作
業
者
な
ど
を

安
全
に
追
い
越
し
、
効
率
よ
く
搬
送
す
る

た
め
の
手
法
を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。
共

同
研
究
先
の
工
場
内
で
実
際
に
ロ
ボ
ッ
ト

を
走
行
さ
せ
、
実
機
に
よ
る
検
証
を
繰
り

返
し
行
い
な
が
ら
性
能
の
向
上
を
進
め
て

い
ま
す
（
図
2
）。
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ

た
成
果
は
、全
国
規
模
の
展
示
会
で
あ
る

SM
TS

（
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ト
レ
ー

ド
シ
ョ
ー
）で
の
展
示
を
し
ま
し
た
。展
示

会
で
は
将
来
本
ロ
ボ
ッ
ト
の
応
用
例
と
し

て
、図
3
の
よ
う
な
自
動
販
売
機
を
搭
載

し
た
自
律
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト
の
デ
モ
を
行
い

ま
し
た
。

　

現
場
で
の
運
用
を
目
指
し
、エ
レ
ベ
ー

タ
ー
と
の
連
携
、実
証
実
験
で
対
象
と
す

る
作
業
タ
ス
ク
の
設
定
、
物
体
認
識
、
複

数
ロ
ボ
ッ
ト
の
群
制
御
な
ど
に
つ
い
て
研

究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
開
発

し
た
ロ
ボ
ッ
ト
を
実
際
の
現
場
に
導
入

し
、
運
用
デ
ー
タ
の
収
集
、
性
能
評
価
、

シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

工
場
内
で
ロ
ボ
ッ
ト
を
運
用
す
る
た
め
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
、よ
り
実
用
性
の
高

い
自
律
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
現
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

お問合せ先 : 前橋工科大学　学務課　地域貢献・研究支援係　Tel.027-265-0111 / Mail:chiiki@maebashi-it.ac.jp

【
今
後
の
展
開
】

図 2 工場内での自律走行検証 

図 3 自動販売機を搭載した自律搬送ロ
ボットの展示 
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がん診断共済金

50万円
(4口加入の場合　200万円 )

がん診断共済金で治療の選択肢を広げ、
高額出費への不安を解消。

がん治療 (手術・放射線治療・抗がん剤治療 )

月額14万円を最大60回保障
(4口加入の場合　月額56万円 )

治療月保障やホルモン剤治療共済金で
治療の長期化に対する不安に備える。

（前橋支店）☎ 254ー2755

Ⅰ型
1口

1,500円

Ⅱ型
1口

2,000円

好評
販売中
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酷暑に備える、新しい暑熱対策「アイススラリー冷蔵庫」

〒371-0023　前橋市本町2-11-2　富士オートビル6Ｆ　TEL:027-220-5022（代）　 担当：安田

氷よりも飲みやすく、冷たい飲料よりも体を冷やせる

※外形寸法（幅×奥行×高さ）　495×598×770mm

アイススラリーとは、微細な氷と液体が混合した流動性のある氷

< 特長 >

体を中から冷やす“アイススラリー”

ペットボトル飲料
500mLを最大40本
280mLを最大55本収容

『すぐに飲める､水分補給もできる』
→取り出してすぐに飲用可能
『飲料を入れるだけのカンタン管理』
→15時間入れておくだけ。 
『様々な種類の飲料で作ることができる』
→スポーツドリンク以外の市販飲料でも可能


